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Nurturing the power to learn utilizing the self-assessment
—Toward solving problems of qualities and abilities to be nurtured －
Yasuo Kochi
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その淵源はA. ショーペンハウアーをはじめ新カント学派の解釈にあると指摘している。  
まずドイツ語圏を見てみると、カントの『法論』は19世紀後半から20世紀初頭にかけて
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『第一部』は、Ⅰ.新カント学派の解釈、Ⅱ.Chr. リッターの所論、Ⅲ. R. ブラントの
所論、Ⅳ. W. ブッシュの所論、Ⅴ. K. H. イルティングの所論 、Ⅵ. H. オーバラーの所
論、Ⅶ. M. ゼンガーの所論、Ⅷ. F. カウルバッハの所論、Ⅸ. W. ケアスティングの所論、
Ⅹ. M. ブロッカーの所論、Ⅺ. G. W. キュスタースの所論およびⅫ. P. ウンルーの所論で
ある。 
『第二部』は、第一章「カント法哲学の批判的・超越論的性格―その解釈論争をめぐっ
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さらに、リッターが、カントの法思想はChr. ヴォルフ学派A. G. バウムガルテン、J. G. 
ダリエス、G. アッヘンヴァル、T. ホッブズ、F. ハチスン、C.-L. モンテスキューおよ
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キュール、F. ツォッタ、O. へッフェ、B. マリバボ、R. フリードリヒおよびChr. ミュ
ラーなどの代表的論者の所論の考察を挙げているが、G. ガイスマン、B. ルートヴィヒ、
G. カヴァラー、V. ゲアハルト、P.-A. ヒルシュ、R. ブッターマン、J. ペーターゼン、










に代表される契約理論とJ. エッサー、A. カウフマン、M. クリーレおよびF. ヴィアッカ
ーなどに代表される解釈学派とも異なった、カウルバッハが提唱する批判的ないし超越論
的法哲学を構想する試みにも期待したい（620-621頁、745頁）。 
評者は、学生時代も実務家裁判官時代も法哲学を学んだことはない。したがって、カ
ントの法哲学が「批判的」法哲学か否かを論ずる資格は本来ないかもしれない。しかしな
がら、本論文集を精読したかぎり、著者の説得的論述によりカントの法哲学は「批判的」
法哲学であると思うようになった。
本論文集は著者のカントに対するオマージュである。  
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